
①民生費
　43.6%

②教育費
　11.8%

③総務費
　10.9%

④土木費
　9.5%

⑤衛生費
　9.3%

⑥公債費
　6.1%

⑦消防費 5.6%

⑨商工費 1.1%
⑧農林水産業費 1.3%

⑩議会費 0.7%

⑫災害復旧費
　0.0%

⑪予備費0.2%

①市税
　44.6%

②繰入金 6.5%
③分担金及び
　負担金ほか 3.3%

④国庫支出金
　16.2%

⑤県支出金
　8.2%

⑦地方消費税
　交付金
　7.8%

⑥地方交付税
　7.8%

⑧市債 2.8%
⑨地方譲与税ほか
　2.8%

自主財源
54.4%

依存財源
45.6%

令和６年度各会計の予算額

令和６年度当初予算　一般会計552億4300万円の内訳

※会計名の丸数字は議案番号
会計名 予算額 前年度比

① 一 般 会 計 552億4,300万　　　円 10億7,185万2千円 （2.0％）

特
別
会
計

②国 民 健 康 保 険 180億2,052万7千円 △5億3,606万7千円 （△　2.9％）
③公 共 用 地 取 得 事 業 17万　　　円 △1万1千円 （△　6.1％）
④農 業 集 落 排 水 事 業 2,949万5千円 △1,192万2千円 （△　28.8％）
⑤介 護 保 険 152億8,409万7千円 　　　12億9,767万　　　円 （9.3％）
⑥災 害 共 済 事 業 504万　　　円 1千円 （0.0％）
⑦後 期 高 齢 者 医 療 　35億1,490万6千円 4億3,144万3千円 （14.0％）

総合計 920億9,723万5千円 22億5,296万6千円 （2.5％）

会計名 収益的収入 収益的支出

⑧ 水 道 事 業 会 計
42億1,613万5千円 43億4,107万3千円

資本的収入 資本的支出
　3億4,872万　　　円 21億4,993万9千円

会計名 収益的収入 収益的支出

⑨ 下 水 道 事 業 会 計
41億4,912万8千円 40億4,187万5千円

資本的収入 資本的支出
　　4億1,142万9千円 13億6,713万6千円

　佐倉市議会は、２月26日から３月26日までの30日間にわたり、
令和６年２月定例会を開催しました。
　今定例会では、市長から「令和６年度佐倉市一般会計予算」
や「令和５年度佐倉市一般会計補正予算」など議案43件と諮問
２件が提出され、審議の結果、可決・承認・同意しました。
　請願については「消費者被害を防止、救済するため、特定商
取引法の抜本的な法改正を求める意見書を政府等に提出するこ
とを求める請願」、議員提出議案については「佐倉市議会会議規
則の一部を改正する規則の制定について」など10件がそれぞれ
提出され、審議しました。　　
　また、一般質問には、各会派の代表質問に７人、個人質問に
11人が登壇し、市政に対する質問を行いました。

　委員会審査では、担当職員からの説明と質疑応答により、予算内
容の詳細把握に努め、９つの各会計予算について、慎重に審査を行
いました。定例会の本会議において、村田穣史委員長から審査結果
の報告をするとともに、次の５点について要望いたしました。
❶  物価高騰や社会保障関連経費などの増加に伴い、経常的経費が増

加するなど厳しい財政状況であることから、選択と集中、スクラ
ップアンドビルドによる既存事業の見直しなどにより、着実な事
業実施と健全な財政運営に努めていただきたい。

❷  第５次総合計画中期基本計画の重点施策に位置付けた地方創生の
取組や気候変動への対応を推進するため、来年度には組織改編が
予定されている。それぞれの機能を十分に発揮し、各施策を推進
するとともに、シビックプライドの醸成にもつなげられるよう取
り組んでいただきたい。

❸  地域社会の課題に対応するため、年齢や障害の有無などにかかわ
らず、あらゆる市民の皆さまが一生涯活躍できる「ユニバーサル
社会」の実現に向けた各種施策の強化、充実を求める。 　

❹  市政施行70周年の節目の年を迎えるにあたり、30年後の100周年
を見据え、新しい力を取り入れようと市内県立高等学校等と包括
連携協定を締結したことは高く評価する。今後の施策推進にあた
っては、積極的に若者の意見を求めるなど有効に活用していただ
きたい。

❺  多様な住民ニーズに対応するためデジタルツールを有効に活用し
て対面・非対面の対応を適切に組み合わせ、いつでも、どこでも、
市役所と「つながる」を目指し、誰もがデジタル化の恩恵を享受
することで、豊かさを実感できる「誰一人取り残されない」社会
の実現を目指していただきたい。

予算審査特別委員会委員　（◎委員長　〇副委員長）

長谷川泰弘、齋藤寛之、高木大輔、髙橋とみお、三井義文、石井　昇、
橋岡協美、平野裕子、◎村田穣史、○鍋田達子、望月圧子、五十嵐智美

2月定例会 令和６年度一般会計予算
過去最大　552億4300万円

予算審査特別委員会が設置されました

自
主
財
源

① 市税 246 億 6,318 万　　　　円
② 繰入金 　35 億 7,666 万 7 千円
③ 分担金及び負担金ほか 　18 億　　　965 万 9 千円

依
存
財
源

④ 国庫支出金 　89 億 4,047 万 8 千円
⑤ 県支出金 　45 億 1,316 万 8 千円
⑥ 地方交付税 43 億 2,200 万　　　　円
⑦ 地方消費税交付金 　　42 億 8,200 万　　　　円
⑧ 市債 　15 億 5,480 万　　　　円
⑨ 地方譲与税ほか 　15 億 8,104 万 8 千円

① 民生費 241 億　　　987 万 5 千円
② 教育費 　64 億 9,768 万 7 千円
③ 総務費 　60 億 2,800 万 8 千円
④ 土木費 　52 億 2,795 万 3 千円
⑤ 衛生費 　51 億 4,421 万 6 千円
⑥ 公債費 　33 億 4,803 万 5 千円
⑦ 消防費 　30 億 9,461 万 1 千円
⑧ 農林水産業費 　　7 億 1,130 万 3 千円
⑨ 商工費 　　5 億 8,728 万 5 千円
⑩ 議会費 　　3 億 9,397 万 7 千円
⑪ 予備費 　　1 億　　　　　　　　　　　　円　
⑫ 災害復旧費 5 万　　　　円

 歳入  歳出

佐倉市　市制施行７0周年祝 祝

　令和６年度は、市制施行70周年をお祝いするさまざまな
イベントが行われます。

これからも咲く、佐倉。
■70周年キャッチフレーズ

■佐倉くらのすけ
　（70周年イメージキャラクター）

■70周年ロゴマーク

議案第１号　令和６年度佐倉市一般会計予算より

※令和５年度当初予算は骨格予算であったため、前年度比は令和５年度６月補正後の予算との比較になります。

郵便・メール・FAXでのご意見、ご感想をお待ちしております。

No.112
市議会だよりは、年４回（２月、５月、８月、11 月）発行します。
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敷根文裕（さくら会）※
①市長の政治姿勢
②災害に強いまちづくり
③子育てしやすいまちづくり
④にぎわいを生み出すまちづくり

　
⑤安心して暮らし続けることができるまち
づくり
⑥当面の課題

石井秀明（自由民主さくら）※
①西田市長２期目の政治姿勢について
②自治体マーケティングについて
③農業の地域計画について
④児童・生徒の不登校問題について

　
⑤部活動の地域移行について
⑥健康寿命の延伸について
⑦公共交通について

押木孝和（公明党）
①令和６年度行財政運営について
②安心安全なまちづくりについて

　
③ぬくもりのある福祉の充実について

五十嵐智美（市民ネットワーク）
①市長の政治姿勢について
②防災対策について

　
③介護保険制度について

木崎俊行（日本共産党）
①災害対策を丁寧に、確実に
②国民健康保険は市民全員を守る保険

　
③まさに生活保護は市民の命を救っている

稲田敏昭（公開と改革）
①京成佐倉駅北口エレベーター設置について
②佐倉市立佐倉幼稚園について

宇田みおこ（無会派の会）
①市長の政治姿勢
②災害対策

　
③地域医療を守るために

市政に関する

一 般 質 問
　２月定例会では、３月４日から３月７日までの４日間にわた
り一般質問を行いました。
　市政に対し活発な議論が展開されましたので、その一部を掲
載します。

一般質問通告要旨
代表質問

さくら会 敷
しき ね
根　文

ふみ
裕
ひろ

自由民主さくら 石
いし
井
い
　秀
ひであき
明

代表質問 ※は持ち時間60分、それ以外は30分。（　　）内は会派名

徳永由美子（自由民主さくら）
①子ども・子育て施策
②定住促進のためのまちづくり

　
③公共施設について
④不登校と子どもの居場所づくりについて

鍋田達子（公明党）
①こども・若者支援について
②学校施設の安全・安心対策の強化について

　
③市民の健康増進について
④選挙投票しやすい環境整備について

長谷川泰弘（公明党）
①安心・安全なまちづくりについて
②魅力推進施策について

　
③ＳＤＧｓの推進について
④小中学生の悩み相談について

松島　梢（市民ネットワーク）
①地域公共交通について
②有機農業について

　
③保育園の書類について

伊藤とし子（市民ネットワーク）
①地球温暖化対策ゼロカーボンシティを目
指して

　
②市民サービス向上の取り組みについて
③地方自治を守るために

望月圧子（さくら会）
①災害時におけるボランティア活動と自転車の活用について
②「千葉県多様性が尊重され誰もが活躍できる社会の形成の推進に関する条例」について
③不登校と遠隔教育について

密本成章（さくら会）
①気候変動への対応について
②農福連携等について

　
③道路問題について

三井義文（無会派の会）
①農地保全について
②市民の安全確保について

　
③オーガニックビレッジについて
④教科書選定について

髙橋とみお（公開と改革）
①佐倉市の防災体制について

　
②勝田台２号、４号踏切について

三谷英継
①佐倉幼稚園について
②佐倉城址公園について

　
③佐倉市、酒々井町清掃組合（酒々井リサ
イクル文化センター）について

石井　昇（日本共産党）
①平和行政の推進
②小中学校の教員未配置問題
③オーガニックビレッジ宣言

　
④学校給食費の無償化
⑤公立幼稚園の存続問題

個人質問

市長の政治姿勢について
問　どのように予算編成したか。
答　一般会計当初予算規模は、
552億4,300万円で過去最大を更
新。歳出は福祉や教育、子育て
支援、市民生活の安心・安全の
ための施策に引き続き重点配分
した。定住人口の維持・増加に
向け、印旛沼周辺地区の整備等、
地域の活性化に向けた施策や市
の魅力発信等にも取り組む。
問　市の取り組みが見えてこな
いといった声を聴く。施策の満
足度や総合計画の達成状況の周
知は、市の取り組みを知ってい
ただく上で非常に有効。また、
グラフ等で表した市民意識調査
の結果から市の予算の枠組みが
作られていると理論的に市民の
皆さまに説明ができる事が大切。
災害に強いまちづくり
問　令和６年能登半島地震で、
市も被災地に職員派遣している。
目にした状況から今後の課題は。
答　断水対策やトイレ対策、耐
震補強等を進めるべき。市職員
も被災者となるなど、公助の限
界を認識した。自助、共助の強

化による減災対策にも努める。
問　被災者が避難所を運営する
ことも想定されることから、自
主防災組織や避難所運営委員会
の設立に対するハード面、ソフ
ト面での支援についても、引き
続き手厚く行っていただきたい。
にぎわいを生み出すまちづくり
問　佐倉印西線田町バイパスは、
市の活性化に大きく寄与する道
路。早期実現に向け、西田市長
が県や京成電鉄に要望している
と伺った。現在の進捗状況は。
答　熊谷知事には、田町バイパ
スの重要性を直接訴えてきた。
そのかいあって、県と京成電鉄で
整備に関する鉄道橋の架け替
え工事に関し、今年度大筋で合
意した。一日でも早く開通され
るよう事業の促進を訴えていく。
問　幹線道路の整備は、市民意
識調査でも要望の上位を占め、
地域経済の活性化に大きく寄与
するものである。渋滞が及ぼす
経済損失はかなりの額。国等の
財源を有効に活用しながら計画
的に整備をしていただくよう要
望する。

西田市長２期目の政治姿勢
問　西田市政２期目も１年が経
過するが、公約の達成状況や成
果の出ているものを伺う。
答　子ども医療費助成の拡充、
市内５つの県立学校との包括連
携協定締結など、佐倉の未来へ
とつながる一歩を踏み出せた。
引き続き「35の約束」に加え、
中期基本計画に基づき、取り組
みに万全を期するとともに、明
るく元気な佐倉の未来を創造す
るための施策にも注力していく。
自治体マーケティングについて
問　少子化対策や観光客集客の
促進のために、今後佐倉市をど
うアピールしていくのか。
答　佐倉で暮らすメリットを感
じる施策を佐倉魅力発信サイト

「サクライク」や各種ＳＮＳを
利用して、積極的に発信してい
く。またフィルムコミッション

事業にも力を入れていく。
児童・生徒の不登校問題
問　現在授業の空いている教職
員が対応している校内教育支援
センターだが、きめ細やかに不
登校生徒の心の問題に対応する
ためにも、学校現場経験者やス
クールカウンセラー等の常駐が
望ましいと考えるが見解を伺う。
答　市内８校に配属している心
の教育相談員の運営する相談室
に、校内教育支援センターに近
い機能を持たせていくことを検
討し、研修を実施している。
公共交通について
問　交通弱者のニーズに対応す
るため、デマンド交通の導入を
再検討すべきと考えるがどうか。
また、ＭａａS※として、自家
用有償旅客運送やデマンド型乗
り合いタクシー等、コミュニ
ティバス以外の新たな交通手段◎ 上記の通告内容は、質問者から議長に文書で通告のあった内容に従い、大項目のみ掲載

しています。
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公明党 押
おし
木
き
　孝
たかより
和

市民ネットワーク 五
い が ら し
十嵐　智

ともみ
美

公開と改革 稲
いな だ
田　敏

としあき
昭

無会派の会 宇
う だ
田　みおこ

日本共産党 木
きざ き
崎　俊

としゆき
行

令和6年度当初予算について
問　今回の予算の柱はどこか。 
答　本市の喫緊の課題を克服す
るため、第５次佐倉市総合計画
中期基本計画に位置付けた重点
施策、「地方創生の取組」を柱
に編成をした。 
消防力の強化について
問　志津消防署の老朽化対策及
び勤務環境整備について、佐倉
市八街市酒々井町消防組合から
の要望に対する市の考えを伺う。 
答　現在未整備である個室仮眠
室や女性職員施設、救急消毒室
等を整備した場合、現所在地の
敷地状況では消防力強化を図る
庁舎の建て替えが困難であると
の内容から、現在市では志津北
部地区において移転候補地の選
定を行っている。 

問　西志津スポーツ等多目的施
設・消防署用地を平成12年に約
30億円という高額な血税を使っ
て確保していながら、長年にわ
たり放置し、先送りにしてきた
ことの行政の責任は重い。 しっ
かりと行政としての責任を果た
していただきたい。 
安心の就学へ　５歳児健診につ
いて
問　公明党の訴えを受け、「５
歳児健診」と「１か月児健診」
を実施する市町村へ国の助成事
業が、今年から始まった。
　発達課題の早期発見として、
5歳児健診の実施は必要と考え
るが、市の考えを伺う。 
答　ガイドラインや先行事例の
情報を収集しながら、実施に向
けて検討していく。

市長の政治姿勢について
問　所信表明で重点施策の取り
組みを表明したが、オーガニッ
クビレッジ宣言をしたにもかか
わらず有機農業が表れていない。
高齢者や障がい者にも言及がな
い。こうした重要な施策を取り
上げなかった点の見解を伺う。
答　所信表明では、新規事業、
拡充事業を中心に説明をした。
問　新規に子どもの居場所づく
りがある。日中の子どもの居場
所をつくりたいが、運営費等が
捻出できないと市民の声がある。
若者の居場所も必要。どうか。
答　活動団体の柔軟な取り組み
を市が側面支援しながら、多様
な支援を確保していく。
問　ふるさと広場拡張、里山自
然公園、飯野Ⅱ－31号線の土地

購入に多額の税金が投入され、
子育てや福祉の新規事業への予
算は少額で大型公共事業に偏っ
た予算編成。こうした事業でど
れ程の人口増を試算しているか。
答　様々な施策をハード、ソフ
トの両面からバランスよく展開
していくことが重要である。
防災対策について
問　災害時に市民の命を守るた
めに最も重要なのは水の確保。
八ッ場ダムと霞ヶ浦導水が完成
すれば24本の地下水源（暫定井
戸）を全て閉じる予定だったが、
地下水を災害時のためのバック
アップ水源として完全に閉じな
いで使い続けるよう計画を変更。
現在の暫定井戸の状況はどうか。
答　保守点検等を実施し、災害
時も揚水できるようにしている。

京成佐倉駅北口エレベーター設
置について
問　市長は「オール佐倉」と言
うが、市民の声を聴いて施策に
生かすことが「オール佐倉」で
はないか。
答　2,287名の請願署名、内容
には目を通している。なお令和
６年４月からミレニアムセン
ターを６時30分から利用できる。
問　京成電鉄は2035年まで京成
佐倉駅北口エレベーター設置は
バリアフリー料金制度を利用し
た整備計画に入っていないが、
南口に設置した時と同じ負担割
合なら検討する旨の回答があっ
た。負担割合が京成電鉄、県、
市それぞれ３分の１ならば、協
議が整ったことになるか。
答　今般のバリアフリー料金制

度は利用者負担によるバリアフ
リー化を進める枠組み。京成電
鉄には、これを原資にエレベー
ターを整備していただきたい。
佐倉市立幼稚園について
問　あり方検討会議が３回開催
されたが、庁内だけの検討会議
だけでは同じことの繰り返し。
保護者、市民、有識者も含めた
検討会議としない理由は。
答　豊富な知見を有する者が含
まれ専門的な検討が可能である。
問　保護者の声を聴く機会は。
答　あり方検討会議の意見を踏
まえ保護者説明会の開催を予定
している。
問　問題は人口減少にある。子
育て世代の移住を促進する施策
を検証し、課題があれば施策と
して提起すべきだ。

国会議員と地方議員の政治と金　
問　自民党パーティ券問題など
の政治不信が、市の行政執行に
及ぼす影響に対し、見解を問う。
答　国は議院内閣制、市は二元
代表制など国と制度や仕組みも
異なるため直接的な影響はない。
問　何ら問題はないと答えるこ
と自体が大きな問題である。
問　佐倉市、酒々井町清掃組合
所管施設老朽化に伴う将来の莫
大な費用への財源確保の考えは。
答　一般財源からの支出抑制の
ため、国庫補助金や地方債など
の特定財源を最大限活用。
問　支出に備えた予算編成を。
避難計画と安否確認　
問　平常時と災害時の名簿掲載
避難行動要支援者の人数は。
答　令和５年１月１日現在、平

常時2,368人、災害時3,361人。
問　山梨県都留市では災害時の
迅速な安否確認のために、白色
タオル運動を市全体で推進。財
源もかからず、現実的な取り組
みと考える。見解を問う。
答　役立つものと認識。一方、
防犯上のリスクが高まるとの懸
念も。推進は総合的に判断する。
マイナ保険証導入とかかりつけ
医の廃業について
問　国への申し入れなど、廃業
を止める努力が必要。対応策は。
答　地域における外来医療の提
供体制は、県が確保に努めるこ
とであり、市では国への申し入
れなどはできないが、市民から
の相談には、近隣の病院や診療
所の案内など、安心して医療に
かかれるよう対応していく。

佐倉市内に活断層はあるか
問　佐倉市内や近隣には活断層
が存在するのか、どれほどの地
震災害が起こり得るのか。
答　県内には活断層がある可能

性が低いとの調査結果であるが、
首都直下型地震が30年以内に
70％以上の確率で発生すると想
定され、佐倉市では震度６弱の
揺れ、東日本大震災を上回る甚

大な被害を想定している。
自助では難しいから求めている
問　多くの地震災害で、今なお
家具の転倒による圧迫死が多く
発生している。素人では難しい
転倒防止金具の取付けを、防災
協定を結んでいる地元業者に発
注し、市が補助する制度を求む。
答　現時点では考えていない。
自助でできる対策を引き続き啓
発していく。
災害時うれしい市民風呂存続を
問　災害時、市民風呂は提供さ
れるか、衛生面、精神面で必要。
答　災害の状況に応じ、適宜対

応する。
問　ミレセンの市民風呂廃止が
決定。平地に耐震性の高い市民
風呂を建設する考えはないか。
答　廃止は議会に諮り決定して
おり、継続も新設の予定もない。
全体育館にエアコンを
問　避難所になる全体育館にエ
アコン設置が理想ではないか。
答　理想ではあるが、巨額な財
源や整備手法等の課題がある。
問　学校施設環境改善交付金の
検討状況を伺う。
答　空調整備の予定はないため、
補助金活用の検討もしていない。

についても、市の見解を伺う。
答　現時点ではデマンド交通や
新たな市内公共交通の方向性に
ついて、具体的な回答はできな
いが、ライドシェアやＭａａＳ
等、ＡＩを活用した新技術の導

入など公共交通を取り巻く状況
は日々進化している中、地域住
民の意向や他自治体の事例も参
考にしながらよりよい公共交通
の在り方について検討を進める。

※【MaaS（マース：Mobility as a Service）】地域住民や旅行者一人一人のトリップ単位での移動ニーズに対応して、複数の公共交通やそ
れ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行うサービスであり、観光や医療等の目的地における交通以外の
サービス等との連携により、移動の利便性向上や地域の課題解決にも資する重要な手段となるもの。

用語
解説
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個人質問

徳
とくなが
永　由

ゆ み こ
美子 自由民主さくら

松
まつしま
島　梢

こずえ
 市民ネットワーク

伊
いとう
藤　とし子

こ
 市民ネットワーク

望
もちづき
月　圧

あつこ
子 さくら会

食事療養費の助成について
問　特殊ミルクの支援が受けら
れる制度があっても公的支援か
ら抜け落ちてしまっている家庭
もあり、佐倉市でも食事療養費
の助成制度の導入を求める。
答　ニーズ等の調査結果や、既
存の各種手当、他自治体の状況
を踏まえ、適切な支援について
判断していく。
公民連携について
問　駅前を活性化することで人
流を増やし、不動産価値を上げ、
そこにブランディングをうまく
マッチさせるためには公民連携
の視点が欠かせず、担当課が必
要ではないか。

答　来年度企画政策課に民間と
のワンストップ窓口となる公民
連携推進に関わる課内室を設置
すべく、その準備を進めている。
不登校とこどもの居場所づくり
問　昨年６月に子どもの居場所
空き家バンクについて提案した
が次年度に向け進捗はあったか。
答　団体からは活用できる空き
家を見つけることが難しいとの
声が多かったことから、住宅課
職員が空き家探しをサポートす
ることとした。
問　制服のジェンダーレス化に
ついて対応は改善されたか。
答　スカートかスラックスを選
択できる体制が整っている。

地域公共交通について
問　運転手の不足は全国的な問
題で、各地でバスの減便や廃止
が相次いでいる。４月から、運
転手１人当たりの労働時間を減
らす法改正で、運転手不足が加
速するとされているが影響は。
答　事業者が対策に努めており、
影響は最小限に抑えられる。
有機農業について
問　有機米生産者の募集につい
ては、見通しが立たないと生産
者が不安を抱え、意欲にも影響
する。担保や保証が必要。単年
度ではなく、例えば５年など期
間をしっかり示すべきでは。
答　有機農業実施計画では令和

９年度に有機米栽培面積を倍増
させる目標として示している。
問　国からの交付金は年々下
がっている。学校給食の有機農
産物の活用や有機農業の取り組
みが尻すぼみにならないか。
答　新たな補助制度の活用等も
視野に入れ、推進に努める。
保育園の書類について
問　保護者から、提出する書類
の必要性について相談がきた。
就労しながら手間や発行料のか
かる書類は、できるだけ簡略化
し、保護者の負担を減らすべき。
答　４月には一部書類の簡略化
を行う。引き続き保護者の負担
軽減、利便性の向上に努める。

命を守る断熱化の取り組み
問　普通教室のエアコン設置率
は100％だが、更新時期と費用、
年間電気使用料はいくらか。
答　時期は令和20年度を想定。
費用は25億円以上。電気の年間
使用料は昨年度決算額で約１億
９千万円。
問　無断熱の校舎では、７月最
上階教室の天井は42℃になる。
エアコンを17℃に設定しても室
温は31℃。窓を閉めているため
ＣＯ２濃度は3300ｐｐｍ（文科
省基準1500ｐｐｍ）と汚染され
ている。天井、壁、窓の断熱改
修、デマンド換気を行えば室温
は28℃に下がる。暑さ・寒さ対

策、電気代節約、更新時エアコ
ンのサイズダウン、ＣＯ２削減
ができ地球温暖化対策となる。
答　学校施設の長寿命化対策の
中で国の補助金を活用しながら
省エネ対策を講じていく想定。
会計年度任用職員の待遇改善を
問　総務省は、任期は 1 年で 1
カ月の試用期間を設け、３回目
は公募を推奨したが、22年「公
募制は地域の実情等に応じて適
切に対応されたい」と通知。必
要のない公募制をとらない自治
体も出てきたが佐倉市はどうか。
答　欠員補充以外の目的で公募
を実施したのは、介護認定調査
員など７所属。

千葉県多様性が尊重され誰もが
活躍できる社会の形成の推進に
関する条例について
問　本年１月１日に施行された
多様性条例の下、県は女性たち
が抱える問題解決のために、多
様な支援を包括的に提供する体
制を整備し、特に若年女性への
支援策を講じていくが、市でも
ミウズにて、女性の悩み相談等
を女性相談員と女性弁護士が対
応している。相談状況と今後の
県との連携について伺う。
答　相談内容は離婚やＤＶ等が
多く、虐待等の恐れがある場合、
市の窓口である、こども家庭課
と連携を図っている。コロナ禍

により、困難を抱える若い女性
たちの存在が顕在化するなど女
性を取り巻く環境は変化し、問
題が複雑化しており、県と連携
を図ることで、問題解決への支
援がより図られると考えている。
問　国も女性支援新法の施行を
予定している。困難を抱える女
性に対して、福祉の視点で現状
を把握し、問題解決に努めてい
くよう要望する。また、県に倣っ
て市でもダイバーシティー社会
の実現のために取り組むことを
要望するが、見解を伺う。
答　より一層、県や事業者等と
連携を図りダイバーシティー社
会実現のために取り組んでいく。

鍋
なべた
田　達

たつこ
子 公明党

こども・若者支援について
問　こどもまんなか社会の実現
に向けた市の姿勢について伺う。
答　佐倉の豊かな自然を生かし
た外遊び活動や子どもの居場所
づくりなどの市民活動を支援し、
また、４月から「こども家庭セ
ンター」を設置し、子どもを守
るための体制整備を図っていく。
健康ポイント制度について
問　市の取り組みについて伺う。
答　「チャレンジ！マイヘルス
プラン」を実施している。付与
されたポイントが規定のポイン
トに達した場合、県の「ち～バ
リュ～カード」を進呈している。
問　市民が楽しく継続して参加

し、ポイントを市内で使いやす
くするため、佐倉市独自の健康
ポイント制度の導入を要望する。
選挙投票しやすい環境整備
問　投票時に助けを必要とする
方が支援を求めやすくする投票
支援カードの導入について伺う。
答　おおむね準備が整い、新年
度以降いつでも対応可能である。
問　投票所で係員との意思の疎
通に有効なコミュニケーション
ボードの導入について伺う。
答　環境整備に有効な対策の一
つと考える。準備を進めたい。
問　夜の投票所入口周辺のライ
トなども含め、安心して投票で
きる環境づくりを要望する。

長
は せ が わ
谷川　泰

やすひろ
弘 公明党

安心安全なまちづくりについて
問　大規模な地震災害が発生し
た際、市内の被害状況をできる
だけ早く、そして正確に把握し、
人命救助や応急復旧活動をする
必要がある。そこで、地震災害
発生時の市職員の参集体制や対
応について伺う。
答　震度４以上で職員は参集を
始め、６弱以上では全職員が参
集し、全避難所が開設される。
大規模災害時は、職員自身が被
災者になることや公共交通機関
の混乱により参集に時間を要す
るため、今後、優先すべき業務
の選択や応援協定締結事業者と
の協力体制を強化するなど、災

害対応に備えていきたい。
魅力推進施策について
問　佐倉市内に観光客が宿泊す
るホテル等が少ないので、佐倉
市と災害時応援協定を締結した
移動式レスキューホテルを、平
常時はコンテナホテルとして利
用してはどうか伺う。
答　コンテナホテルは、通常時
のホテルとしての利用に加え、
災害時には移動式レスキューホ
テルとして活用できるなど、設
置メリットもあることから、そ
の導入について、関係法令とも
照らし合わせながら、宿泊施設
の誘致施策の一つとして検討し
ていきたい。
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気候変動への対応
問　市長は本年４月に県内市町
村初となる気候変動適応法が求
めるセンター機能を有した組織
の立ち上げを先日、所信表明で
されたが、気候変動への対応に
関する市長の意気込みを問う。
答　施策連携や広域連携、多様
な主体との連携が重要。学術機
関や流域市町、市民団体や民間
事業者と手を携え協力して難題
に立ち向かう。その旗振り役と
実践者の一人として全力を注ぐ。
農福連携等について
問　農業側では農業経営体にお
ける労働力の低下が深刻化して
おり、農業の担い手確保が急務

である。また福祉側から見ると、
障害者等雇用、働く場の確保や
賃金、工賃向上、生きがい、働
きがいやリハビリなど、就労支
援や、多様性を尊重した地域共
生社会の実現のために、農福連
携等は有効な手段である。今後
どのように進めていくのか伺う。
答　農業分野と福祉分野の関係
者双方の理解を深めるため、ま
ずは普及啓発を図る。また、ニー
ズを把握した上で、マッチング
を行う仕組みづくり等の検討を
進める。農業者や障害者等が抱
える課題の解決を図り、多様性
を尊重しながら活躍できる社会
となるよう取り組みを進める。

佐倉幼稚園の在り方の検討状況
について
問　佐倉市立幼稚園のあり方検
討会議の開催状況、参加者、検
討内容を伺う。
答　令和６年１月に３回目の会
議を開催。これまでの報告と今
後の進め方について意見があり、
教育委員会職員、総務部、企画
政策部、福祉部、こども支援部
の職員が参加。　
問　市民の理解、合意形成を考
えると、保護者、近隣住民など
市民の代表が参加することが必
要かと思うが、見解を伺う。
答　引き続き、現状の体制で実
施する予定。

佐倉城址公園の活用状況につい
て
問　行事等の活用状況を伺う。
答　市が共催したイベントとし
て、主に市内の小中学生を対象
としたシッパイの学校を、昨年
の夏、秋、冬の３回実施。
佐倉城址公園の課題について
問　様々な遺構が残る歴史的価
値が高い場所でイベントが開催
されているが、歴史、文化に合
致しているか疑問との声がある。
課題の改善について見解を伺う。
答　歴史文化資産の活用という
施策の推進に寄与するものであ
ることを、他の利用者にも理解
されるよう情報発信に努める。

農地保全について
問　土壌改良にも農地法による
申請が必要ではないか。
答　農業生産力の増進に寄与す
る土壌改良は一時転用の必要は
ないと国から示されている。
問　改良していないので問うた。
オーガニックビレッジについて
問　有機農業者の会員として有
機ＪＡＳ認証を基準にしている
が、より自然循環機能を増進し
た有機農業推進協会認証プラス
アップを含めてはどうか。
答　オーガニックビレッジ推進
にあたっては、幅広く生産者に
参画いただきたいと考えている。
市民の安全確保について

問　法改正により、踏切遮断中
の歩行者滞留スペース確保のた
めに沿道民地所有者との協定制
度が創設。通学路にある勝田台
４号踏切の安全確保についても、
関係先と協議し、対応願いたい。
答　安全対策は種々あるが時間
や住民理解も必要。早期に対応
可能な対策を実施してきた。
問　何かしら市の対応を求める。
教科書選定について
問　学習指導要領には神話を用
いた学習があり、選定教科書に
も神話の記載が必要ではないか。
答　神話は教科書選定基準の一
つだが、総合的に判断する。
問　副読本の活用も検討願う。

応急仮設住宅建設候補地
問　大災害時には、半壊以上の
住宅居住者に応急仮設住宅等の
臨時の住まいを用意する必要が
ある。佐倉市の「防災アセスメ
ント調査報告書」では、東京湾
北部地震では、4,794棟の家屋
が全半壊すると想定している。
佐倉市では、応急仮設住宅建設
候補地として指定されているの
は西志津多目的広場のみであり、
そこに建設できる仮設住宅の最
大戸数は207戸であり、あまり
に少ない。志津、臼井、千代田、
佐倉、根郷、和田、弥富各地区
について、応急仮設住宅建設予

定地の検討状況と、各地区に関
する候補地指定の今後の目標に
ついて伺う。
答　応急仮設住宅建設候補地に
ついては、第１に西志津スポー
ツ等多目的施設用地、第２に公
共用地、第３に都市公園、第４
に民間の遊休地の順で建設用地
を選定すると定めており各地区
ごとの選定はしていない。
問　大規模災害時、仮設住宅が
地域になければコミュニティー
は崩壊する。時期と目標を持ち
しっかり計画するよう市長に要
望する。

石
いしい
井　昇

のぼる
 日本共産党

戦争ではなく平和の準備を
問　戦争を可能にする危険が差
し迫っていると思う。戦争の準
備ではなく、東アジアで平和の
ための対話外交を行っていくべ
きだと考える。平和条例を持つ
市長の見解を伺う。
答　平和をもたらす手段は唯一
対話だけだと考える。
ガザ停戦に市長コメントを
問　国際司法裁判所はジェノサ
イド（民族大量虐殺）防止を命
ずる仮処分を出した。市長コメ
ントを出していただきたい。
答　軽々にコメントを発するこ
とは適切ではないと考えている。
教員未配置問題

問　常態化した教員の未配置、
市の教育委員会議の場で議題と
し、問題点の把握、解決のため
の議論が行われているか。
答　議題として取り扱ってはい
ないが、欠員数の状況について
は共有を図っている。
オーガニックビレッジ宣言
問　市内産の有機栽培米の学校
給食への提供計画について伺う。
答　関係者と意見交換を重ね、
有効なロードマップを作成する。
公立幼稚園の存続問題
問　検討会議は公開しているか。
答　公開していない。
問　市民説明会、予定はないか。　
答　あり方検討会議で検討。

　１月1５日、佐倉市議会議員研修会を開催しました。
【講師】
(株)廣瀬行政研究所代表取締役　
廣瀬和彦（ひろせ・かずひこ）氏
【テーマ】
「市議会議員のコンプライアンス研修」
【概要】
　近年の法改正等の動向を学ぶととも、セクハラやパワハラ
をはじめ様々なハラスメントの防止について学んだ。

佐倉市議会議員研修会開催

一般質問の詳細については、市役所１号館２階市政資料室・市内各図書館にて会議録（５月下旬発行予定）の閲覧、
または、佐倉市議会ホームページの会議録検索システム（５月下旬配信予定）からご覧いただけます。
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市　長　提　出　議　案　※白抜き数字は諮問番号
1 令和６年度佐倉市一般会計予算

〔修正案〕 否 × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
〔原案〕 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × × × ×

2 令和６年度佐倉市国民健康保険特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × ○ × ○ ○ ○
3 令和６年度佐倉市公共用地取得事業特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 令和６年度佐倉市農業集落排水事業特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 令和６年度佐倉市介護保険特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × ○ × ○ ○ ○
6 令和６年度佐倉市災害共済事業特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 令和６年度佐倉市後期高齢者医療特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 令和６年度佐倉市水道事業会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○
9 令和６年度佐倉市下水道事業会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10 令和５年度佐倉市一般会計補正予算（令和６年２月26日議決） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 令和５年度佐倉市一般会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × ○ × × ○ ○
12 令和５年度佐倉市国民健康保険特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
13 令和５年度佐倉市農業集落排水事業特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 令和５年度佐倉市介護保険特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 令和５年度佐倉市後期高齢者医療特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 市長等の佐倉市に対する損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正する条
例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17
佐倉市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × ○ × ○ ○ ○

18 佐倉市職員定数条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

19 佐倉市ふるさと事業基金の設置、管理及び処分に関する条例等の一部を改正する条
例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 佐倉市手数料条例の一部を改正する条例の制定について（令和６年２月26日議決） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × ○ × ○ ○ ○

21 佐倉市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × × × ×

22 佐倉市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × ○ × ○ ○ ○
23 佐倉市指定地域密着型サービス基準条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × ○ × ○ ○ ○

24 佐倉市指定地域密着型介護予防サービス基準条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 佐倉市指定介護予防支援等の事業に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × ○ × ○ ○ ○

26 佐倉市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × ○ × ○ ○ ○

27 佐倉市さくらんぼ園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 佐倉市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 佐倉草ぶえの丘の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × ○ × ○ ○ ○

30 佐倉市飯野台観光振興施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制
定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × ○ × ○ ○ ○

31 佐倉市墓地等の経営の許可等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
32 佐倉市開発事業の手続及び基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 佐倉市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定
について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 佐倉市水道法に基づく技術上の監督業務を行う者を置く水道の布設工事等を定める条
例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × ○ × ○ ○ ○

35 佐倉市水道事業給水条例及び佐倉市下水道条例の一部を改正する条例の制定につい
て 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○

36 佐倉市公共下水道区域外流入条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
37 佐倉市道路線の認定について（臼井田地先の２路線を佐倉市道として認定するもの） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
38 区域外道路の認定の承諾について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
39 契約の締結について（岩名運動公園小出義雄記念陸上競技場改修工事） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
40 固定資産評価審査委員会委員の選任について(若林　亜貴子（わかばやし・あきこ）氏) 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
41 専決処分の承認を求めることについて（令和５年度佐倉市一般会計補正予算） 承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
42 佐倉市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について（令和６年３月４日議決） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
43 令和５年度佐倉市一般会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1 人権擁護委員候補者の推薦について（岡野　敦（おかの・あつし）氏） 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 人権擁護委員候補者の推薦について(杉本　真理子（すぎもと・まりこ）氏) 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請　願
5 消費者被害を防止、救済するため、特定商取引法の抜本的な法改正を求める意見書

を政府等に提出することを求める請願 採 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　員　提　出　議　案　※数字は発議案番号
1 佐倉市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 佐倉市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 「特定商取引法平成28年改正における５年後見直し規定に基づく同法の抜本
的改正」を求める意見書 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × ○ ○ ×
5 若者のオーバードーズ（薬物の過剰摂取）防止対策の強化を求める意見書 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 大阪・関西万博の中止を求める意見書 否 × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 「重要経済安保情報保護・活用法案」の廃案を求める意見書 否 × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ×
8 国の指示権を拡充する地方自治法改正案の廃案を求める意見書 否 × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

9 食料・農業・農村基本法改正に伴い、基本法に「種子の自給」を盛り込むこ
とを求める意見書 否 × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

10 能登半島地震を受け、稼働中原発の即時停止と原子力災害対策指針の抜本的
見直しを求める意見書 否 × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

議会ホームページ　 ▼
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議案に対する会派等の意見

さくら会
議案第１号　令和６年度佐倉市
一般会計予算に賛成
　さくら会では、次の観点から
予算案を検討した。①長期化す
る物価高騰の影響等により歳出
圧力が高まる中、持続可能な財
政運営を維持しつつ、市民が安
心して生活していくために必要
な行政サービスが確保されてい
るか、②第５次佐倉市総合計画
中期基本計画に基づき、中長期
的な発展が期待できる予算となっ
ているかを踏まえ、審査した。
　物価高騰等の影響から経常的
経費が大幅に増加し、大変厳し
い財政状況となる中、歳入予算
編成には、国庫補助金や交付税

措置のある地方債の積極的な活
用等により財源を確保し、持続
可能な財政運営の確立に努めた
ものと考える。
　歳出予算は、生活困窮者自立
支援事業の拡充のほか、高齢者
福祉や子育て支援、健康増進等、
市民生活に必要な行政サービス
の水準は、確実に担保されてい
ると判断した。また、ふるさと
広場拡張整備事業や佐倉里山自
然公園整備事業等、将来を見据
えた施設整備のほか、住宅取得
に係る支援の拡充や観光イベン
トの充実、さらには、給食費値
上げを抑制するための学校給食
食材支援事業や高校生等医療費
助成事業等、中期基本計画の重
点施策である地方創生を推進す

自由民主さくら
　自由民主さくらでは、令和６
年度予算について歳入歳出は選
択と集中、必要性と効果を見極
めて財政運営に努め様々な事業
を関連付けて定住人口の確保に
努めるよう求めた。公共施設の
再配置については、多世代から
意見聴取できるように工夫をす
ること。電子自治体推進事業は
誰もが、いつでも、どこでも、
市役所と「つながる」ＤＸを推
進すること。おじいちゃん・お
ばあちゃんありがとうの気持ち
を伝えたい事業は、フェスタの
開催や独自の表彰制度などを市
として支援すること。プレーパー
ク、子ども食堂が子どもの居場
所づくりとなるようにすること。
佐倉草ぶえの丘の指定管理者施

設管理期間については、企業側
の投資意欲の観点と物価や人件
費の高騰などを踏まえ、10年間
で公民連携の好事例となるよう
取り組むこと。佐倉里山自然公
園は用地を市が取得し、グリー
ンインフラとなるよう取り組む
こと。安全性が保たれない街路
樹及び歩道に対しては迅速な現
場対応を行うこと。公園整備に
ついては、各公園の特徴や魅力
を発揮できるようにすること。
コミュニティバスについては、
暮らしの足の確保のためＡＩ予
約システム導入でデマンド式の
公共交通についても研究検討す
ること。介護保険料の値上げに
ついては、持続可能な介護保険
制度を見据え、次期介護保険料
改訂で急激に上がらないよう今
後も長期スパンで取り組むこと。

公明党
　当初予算額552億円を超え過
去最大の予算規模であり、３点
を重視し、慎重に審議した。①
いまだかつてない人口減少・超
少子高齢化社会に向け、将来を
見据え人口構造の変化に対応し
た予算か。②予測不能な自然災
害に対し「防災・減災対策」「物
価高騰対策」等の予算措置がさ
れたか。③市民の声が予算編成
に反映されたか。
　特に昨年９月25日市長に提出
した「令和６年度予算編成に関
する政策要望書」は、市民の声
を反映したもの。これに見合う

予算編成かを重視した。
　評価する点は公明党が訴え事
業化された「高校生等医療費助
成事業」「がん患者ＱＯＬ向上
事業」「出産・子育て応援事業」
等の継続、「自転車ヘルメット購
入助成事業」「感染症等予防事
業(任意予防接種)」の開始、「生
活困窮者自立支援事業」の拡充。
　意見は、いまだ危機管理部に
女性職員が配置されていない。
国のガイドライン通り、女性の
積極的な参画登用を望む。第５
次総合計画中期基本計画のスター
トであり、市民が一生涯活躍で
きるよう「ユニバーサル社会の
実現」に向け環境整備を望む。

るための予算も計上された。
　加えて、市内小中学校及び県
立高等学校と連携した市政施行
70周年記念式典の開催をきっか
けに、将来に希望を持てる市政
100周年を見据えたまちづくり
を進めるための予算として編成
されたことを高く評価する。
　事業の実施に当たり、２点要
望を申し添える。
　１点目、気候変動への対応と
企業誘致・公民連携の推進につ
いては、課内室を設置し、積極
的に取り組むと、執行部からの
答弁があった。人口減少や少子
高齢化の進展、そして気象災害
の激甚化が懸念される中での気
候変動対策は、まさに今、市が

取り組むべき喫緊の課題であり、
庁内における施策間の連携、さ
らには市民、民間事業者等の関
係者と有機的に連携して取り組
み、しっかりと成果につなげる
ことを期待する。
　２点目、災害への備えについ
ては、能登半島地震の被災地へ
の職員派遣で得た経験を十分に
生かし、首都直下型地震や台風
等の大規模自然災害に備えた、
自助・共助・公助による総合的
な防災対策を進め、災害発生時
に自力で避難することが困難な
方の個別避難計画の策定推進等
も含め、全ての市民が安心して
暮らせる災害に強いまちを目指
していただきたい。

市民ネットワーク
　令和６年度予算に反対。物価
やエネルギー価格高騰、人件費
増で経常経費が前年度比20億２
千万円も増加。今後も続くこと
が予想されるとの答弁。しかし
市道飯野Ⅱ－31号線、ふるさと
広場拡張整備事業、里山自然公
園土地購入などがめじろ押しで、
大型公共事業の見直しなどの政
策転換は行われなかった。市民
福祉の向上のための税金の使い

道に立ち返り、抜本的に見直す
べきである。生活道路整備事業
は前年度より減額された。通学
路の安全対策などに予算を振り
向けるべき。上下水道料金滞納
が昨年度末761件。督促後に水
道停止、その後徴収業者が訪問
し、対応しており生活困窮者対
応を委託事業者任せであること
が判明。職員の対応を求める。
　国保税・介護保険料引き上げ
及びマイナ保険証のシステム改
修費を含む特別会計予算に反対。

日本共産党
　予算審査は物価高騰に苦しむ
市民の生活を守れるかを基準に
判断した。また、市発注事業に
より正規公務員よりも低賃金重
労働を強いられる制度には反対
した。市民生活の向上を後回し

にする大型公共事業にも反対。
　平和事業に新規事業「予科練
平和記念館」の見学助成がある。
　死を目前にした若人の遺書は
胸を打つ。しかし、侵略戦争に
駆り出した当時の権力への怒り
や反省がない施設見学は、市の
平和事業をゆがめると反対した。

無会派の会
令和６年度一般会計予算に反対
　里山自然公園の不明瞭な土地
購入は受け入れられない。阿見
町立平和施設より佐倉市の戦争
遺構を優先すべし。
指定管理者の指定の手続等に関
する条例の一部改正に反対

　市長の合理的判断で特定団体
を選定し、公募を省略する際の
明確な運用規則制定を求める。
干場公園トイレ設置費用明細提
出求む　市税活用ながら設計費
用等の提出なく子細不明。
国政の政治と金の問題が浮上し、
地方行政においても真摯に受け
止めるよう指摘した。

公開と改革
　令和６年度予算には多くの問
題がある。特に、里山自然公園
の民有地買い取りに、とりあえ
ず6,695万円の税金を投入しよ
うとする予算には大いに疑問が
残る。当公園の民有地の買い取
りを進めた場合、重点整備地区

だけでも単純計算でさらに２億
8,800万円にもなる可能性があ
る。保全地区の民有地を合わせ
れば10億円を超えるかもしれな
い。「選択と集中」というが、
西田市政は予算を集中する先を
明らかに間違っている。予算を
投入する先は、市民にとって「最
優先」でなければならない。

会派に属さない議員
議席１番

　佐倉草ぶえの丘の指定管理に
は賛成だが、議案第１号では、
指定管理期間が10年という長期
となり、過去、２度にわたり指
定管理者の選定議案が否決され
ていることから、慎重に議論す
ることが必要と考え、議案第１
号に対する修正案を提出。

※議席番号と議員名の確認は６ページ
の議案賛否一覧をご覧ください。

スマートフォン用アプ
リで佐倉市議会だより
をご覧いただけます。
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委 員 会 報 告 ※議案は市長提出議案   ◎委員長　○副委員長

総 務 常 任 委 員 会

文教福祉常任委員会

経済環境常任委員会

建 設 常 任 委 員 会

議案14件、請願１件について審査し、その結果は左表のとおりです。
【付帯意見】
指定管理者の候補者の選定の特例については、住民の負託を受けて管理するという公の施設の性格に
鑑み、極めて限定的に行うべきである。また、特例により公募手続きを省略する場合においても、そ
の理由について議会や住民に対し、十分に説明責任を果たしていただくことが重要である。 

議案11件について審査し、その結果は左表のとおりです。
【付帯意見】
介護サービスの利用割合が高まる後期高齢者数の増加により、介護給付費の増加も見込まれることか
ら、今回の介護保険料の値上げはやむを得ないが、十分な周知を図るとともに、支援や介護を必要と
する方が状態に応じたサービスを利用できるよう介護保険制度の適正な運営と、サービス提供体制の
整備に努めていただきたい。 

議案６件について審査し、その結果は左表のとおりです。

議案８件について審査し、その結果は左表のとおりです。
【付帯意見】
・ 既存建築物耐震改修等支援事業については、本年１月に発生した能登半島地震や県内でも頻発する地震

の発生状況を踏まえ、多くの市民に活用していただけるよう引き続き周知徹底に努めていただきたい。
・ 住生活基本計画推進事業については、補助金が活用されなかった要因分析等をしっかりと行い、人口増

に資する事業となるよう取り組んでいただきたい。
・ 幹線道路整備事業については、交通の利便性などの観点から、県等としっかり連携し事業を進めていた

だきたい。また、生活道路については、引き続き市民が安心して使用できるよう、しっかりと管理を行っ
ていただきたい。

 【委員】◎敷根文裕、○徳永由美子、稲田敏昭、石井秀明、伊藤とし子、爲田浩、岡村芳樹

 【委員】◎高木大輔、○密本成章、石井昇、松島梢、橋岡協美、鍋田達子、斎藤明美

【委員】◎山本英司、○望月圧子、三井義文、長谷川泰弘、宇田みおこ、木崎俊行、平野裕子

【委員】◎村田穣史、○押木孝和、三谷英継、髙橋とみお、齋藤寛之、五十嵐智美、櫻井道明

議案10 議案11 議案12 議案15 議案16 議案17

可決 可決 可決 可決 可決 可決
議案18 議案19 議案20 議案21 議案39 議案41

可決 可決 可決 可決 可決 承認
議案42 議案43 請願5

可決 可決 採択

議案11 議案14 議案22 議案23 議案24 議案25

可決 可決 可決 可決 可決 可決
議案26 議案27 議案28 議案41 議案43

可決 可決 可決 承認 可決

議案11 議案13 議案29 議案30 議案31 議案43

可決 可決 可決 可決 可決 可決

議案11 議案32 議案33 議案34 議案35 議案36

可決 可決 可決 可決 可決 可決
議案37 議案38

可決 可決

《審査結果》

《審査結果》

《審査結果》

《審査結果》

３月４日「日本教育新聞」に昨年開催した
高校生との意見交換会の記事が掲載された。
記事には高校生の感動的な発言が掲載され
るなど、改めて参加者と議会事務局の協力
のおかげで貴重な経験ができたと実感した。

（広報公聴委員　望月　圧子）

２月定例会では来年度予算の審議がありま
した。この市議会だよりは議会費の中に計
上されており、ホームページとともに市議
会の広報を担っています。市民の皆さまに
市議会審議を分かりやすく伝えていきます。

（広報公聴委員　橋岡　協美）

広報公聴委員会では、年４回の佐倉市議会
だよりの発行やテーマを決めて年１回の市
民との意見交換会を開催しています。市民
の皆さまに市の課題や情報を分かりやすく
伝えられるよう、工夫していきます。

 （広報公聴委員　松島　梢）

開催日：令和６年３月14日
場　所：第三委員会室

開催日：令和６年３月13・26日
場　所：第二・三委員会室

開催日：令和６年３月12・26日
場　所：第三委員会室

開催日： 令和６年２月26日・ 
３月４・11・26日

場  所：第三・四委員会室
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◆議会運営委員会 ５月28日(火)
◆招集日 ６月３日(月)午後１時から
◆一般質問  ６月10日(月)～13日(木)
◆常任委員会  ６月17日(月)～20日(木)
◆最終日　 ６月24日(月)午後１時から

陳情・請願の提出期限
◆陳情提出期限 ５月21日(火)午後５時※

※6月定例会から提出期限が早まりました。
◆請願提出期限 ５月27日(月)午後５時
☆  ６月定例会の予定は変更になることもありますので、詳細

につきましては議会事務局までお問い合わせください。
議会事務局　TEL043-484-6254

６月定例会の予定
お子さま連れで議会傍聴へ！

対 象 児 　生後６か月以上で就学前のお子さま
利 用 日 　 本会議の一般質問のみ  

＊傍聴者おひとりにつき１日２時間まで
利 用 料 　無料
申込期限 　各定例会の招集日まで
利用方法 　 佐倉市議会事務局（TEL043-484-6254）まで  

お電話ください。

　佐倉市ＤＸの推進方針に基づき「誰もが、いつでも、どこでも、市役所と
『つながる』」サービスの実現にむけた取り組み

● ちば電子申請システム・ぴったりサービスを活用したオンライン申請
●窓口等におけるキャッシュレス決済
●シニア向けスマートフォン講習会
●行政手続オンライン案内サービス、ＡＩチャットボット

　第５次佐倉市総合計画中期基本計画の重点施策推進のため課内室設置

●企業誘致・公民連携推進室 
　・企業誘致の推進や民間事業者との連携を図る。
●気候変動対策室 
　・気候変動の影響やその適応策を検討し、地域に提供する。

予算審査特別委員会で出た主な意見・要望に係る取り組み

－本会議（招集日・一般質問・最終日）の映像－
□インターネット中継：開催時間中にライブ中継するほか、
　 開催日のおおむね１週間後から録画中継を配信
□ＣＡＴＶ放映：開催日翌日午後 5 時 30 分から放送
     【地上デジタル 10ch、デジタル CATV301ch】 


